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環境経営方針



■名　称　 山王テック株式会社

■代表者名 代表取締役社長　吉岡　勇

■設立

■資本金 ４，０００万円

■売上高 ４４億円

■従業員数 ６２７名（２０２３年３月３１日現在）

■ＵＲＬ   www.sannotec.co.jp

■対象範囲と対象取組期間

　　認証・登録事業者名 ：　山王テック株式会社

　　認証・登録番号 ：　００１１５４３

　　認証・登録年月日 ：　２０１６年１２月２日

　　対象事業所 ：　全事業所（本社・東日本事業所・鈴鹿オフィス）

■環境管理責任者 特命（品質/環境推進）参与　原　昇

■エコアクション２１事務局

　　＜本社＞企画管理部管理２課　主査　谷　洋祐

　　＜東日本事業所＞企画管理部管理２課　係長　宇井　裕一

　　＜鈴鹿オフィス＞開発２部Ｓｕｚｕｋａ開発課　課長　因幡　重徳

■事業規模（2023年3月末現在）

1981年9月21日

会社概要
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■主な事業内容

　　設計/解析/モデリング、技術資料編集/制作、特許/知的財産管理、翻訳/通訳、

　　情報システム、データファイリング、人材派遣

会社概要
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会社概要
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会社概要
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■所在地

■沿革
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会社概要
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■環境経営システム組織図

■役割と責任と権限
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実施体制
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課題とチャンス



中長期環境経営目標
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環境経営活動計画

〈電力使用量の削減〉

・昼休み時間の照明の間引き消灯

・室温に対して空調の適切な温度管理

・クールビス、ウォームビスの採用

・不在エリアの空調停止と照明の停止

・OA機器の節電モードでの運用

・外出/帰宅時のPC電源OFF徹底

〈ガソリン使用量の削減〉
・公共交通機関の積極利用

・急発進、急加速の禁止

・出張時の社有車同乗推進

・社有車のエコカー配備の推進

・テレビ会議システムの有効利用

〈廃棄物の削減〉

・コピー用紙の必要に応じた両面利用

・紙ごみのリサイクルを促進

・Ｗｅｂ会議の推進

・宅配弁当の利用推進

・使用済封筒の再利用

・ウォーターサーバーの利用

〈水使用量の削減〉
・手洗いや、洗い物において日常的な節水励行

〈地域との共生、社会貢献〉

・エコキャップ運動の推進

・ロードサポートの推進（近隣道路歩道部の清掃活動）

・献血運動の推進

・自販機を通してのハートフル募金（赤い羽根）の推進
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削減目標値と取り組み結果（全社）

２０２２年度目標に対して、

７．１％ＤＯＷＮで達成！

２０２２年度目標に対して、

８．３％ＤＯＷＮで達成！

２０２２年度目標に対して、

３．１％DOWNで達成！

２０２２年度目標に対して、

３．１％DOWNで達成！

２０２２年度目標に対して、

1．４％UPで未達成…

２０２２年度目標に対して、

１９．０％ＵＰで達成！

電力使用量/297,512kwh ⇒ 272,720kwh

ガソリン使用量/8,496ℓ⇒ 8,234ℓ

ＣＯ２総排出量/100,969ｋｇ-ＣＯ２⇒ 93,758ｋｇ-ＣＯ２

一般廃棄物/3,813ℓ⇒ 3,696ℓ

水使用量/909㎥⇒ 922㎥

エコキャップ運動（回収量）/89.0kg⇒ 105.9kg
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削減目標値と取り組み結果（本社）

ＣＯ２総排出量/31,533ｋｇ-ＣＯ２ ⇒ 26,750ｋｇ-ＣＯ２

２０２２年度目標に対して、

１５．２％ DOWNで達成！

２０２２年度目標に対して、

１９．０％ＤＯＷＮで達成！

２０２２年度目標に対して、

2．0％UPにて未達成…

２０２２年度目標に対して、

１１．０％DOWNで達成！

２０２２年度目標に対して、

12．7％ＵＰにて達成!

２０２２年度目標に対して、

1．7％DOWNで達成！

エコキャップ運動（回収量）/23.6ｋｇ⇒ 26.6ｋｇ

水使用量/364㎥⇒ 328㎥

一般廃棄物排出量/875ｋｇ⇒ 860ｋｇ

ガソリン使用量/2,458ℓ⇒ 2,507ℓ

電力使用量/95,665kwh ⇒ 77,535kwh



削減目標値と取り組み結果（東日本事業所）
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２０２２年度目標に対して、

3．１％ ＤＯＷＮで達成！

２０２２年度目標に対して、

3．３％ＤＯＷＮで達成！

２０２２年度目標に対して、

2．6％DOWNで達成！

２０２２年度目標に対して、

3．4％DOWNで達成！

２０２２年度目標に対して、

9．3％ＵＰにて未達成…

２０２２年度目標に対して、

15．1％ＵＰで達成！

電力使用量/196,516kwh ⇒ 190,110kwh

ガソリン使用量/5,741ℓ⇒ 5,594ℓ

一般廃棄物排出量/2,912ｋｇ⇒ 2,815ｋｇ

水使用量/528㎥⇒ 577㎥

エコキャップ運動（回収量）/63.0ｋｇ⇒ 72.5ｋｇ

ＣＯ２総排出量/66,378ｋｇ-ＣＯ２ ⇒ 64,307ｋｇ-ＣＯ２



削減目標値と取り組み結果（鈴鹿オフィス）
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ＣＯ２総排出量/3,058ｋｇ-ＣＯ２ ⇒ 2,702ｋｇ-ＣＯ２

２０２２年度目標に対して、

1１．６％ ＤＯＷＮで達成！

２０２２年度目標に対して、

４．８％ＤＯＷＮで達成！

２０２２年度目標に対して、

５５．２％DOWNで達成！

２０２２年度目標に対して、

１９．２％DOWNで達成！

２０２２年度目標に対して、

目標値通りにて達成！

２０２２年度目標に対して、

283．3％ＵＰで達成！

電力使用量/5,331kwh ⇒ 5,075kwh

ガソリン使用量/297ℓ ⇒ 133ℓ

一般廃棄物排出量/26ｋｇ⇒ 21ｋｇ

水使用量/17㎥⇒ 17㎥

エコキャップ運動（回収量）/2.4ｋｇ⇒ 6.8ｋｇ
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環境への負荷状況（取りまとめ）
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次年度の取り組み（環境経営目標値及び取組計画）



※環境法規等の遵守活動を行い、違反や訴訟も発生しておりません。
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環境関連法規等の遵守状況



■『とちぎＳＤＧｓ推進企業』、『埼玉県ＳＤＧｓパートナー』への登録

　山王テック株式会社は、地球環境の保全を経営課題と位置付け、豊かな未来づくりへの

　貢献を事業活動ならびに従業員の行動を通じて取り組んで参りました。

　昨今、気候変動による様々な自然災害、人権問題、そして感染症拡大など、企業を取り

　巻く環境は大きく変わり、”企業の社会的責任”が益々求められています。

　山王テック株式会社はSDGｓ（持続可能な開発目標）の「環境」「社会」「経済」の

　３側面それぞれに具体的に達成すべき目標を設定し、２０２２年度に『とちぎＳＤＧｓ

　推進企業』、『埼玉県ＳＤＧｓパートナー』へ登録しました。

　未来志向型企業として、人や環境に配慮した持続可能な社会づくりに貢献して参ります。

 2022年7月15日登録 　　　 2022年11月30日登録

■３側面の重点取組と指標（登録申請内容）
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ＳＤＧｓ取り組み紹介①



■対象ゴールと取り組み施策
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ＳＤＧｓ取り組み紹介②



【献血活動】

【ＡＥＤ設置】

【感染症対策】
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ＳＤＧｓ取り組み紹介③



  【環境教育の実施】

　環境対応情報や災害事例、ＳＤＧｓ等を独自に作成した資料を基に社内教育を

　実施しております。
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ＳＤＧｓ取り組み紹介④

  【Hondaｴｺ ﾏｲﾚｯｼﾞﾁｬﾚﾝｼﾞ】



  【消防訓練】

　当社の業務は、パソコンを使用したオフィスワークが中心の為、”緊急事態の訓練”

　として、オフィス火災を想定した消防訓練を実施しております。

  【ＡＥＤ取扱い講習】

　当社は、社会的責任の一環として、AEDを設置しており、毎年取扱い講習の

　受講を推進しております。
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ＳＤＧｓ取り組み紹介⑤



■ＥＣＯキャップ回収強化月間

   ２０２２年８月１日～９月３０日の２ヶ月間をＥＣＯキャップ回収強化月間と定め、

　従業員の方に自宅で収集したキャップの持参を頂き、年間目標を達成致しました。

　環境意識の高まりからマイボトルを持参する従業員が急増しており、次年度以降も

　キャンペーン運動の継続を図り、ワクチン寄付に繋げてまいります。

【本社】 【東日本事業所】 　　【鈴鹿オフィス】

■全従業員対象『エコアイディア募集』

  ２０２２年１０月３１日～１１月１１日の期間にて、全従業員を対象に初めての

『エコアイディア募集』キャンペーンを展開致しました。

　他社のエコ活動事例の研究を重ねた委員会メンバーが、今迄、見聞きしてない

　着想からの提案も有り、キャンペーン推進は十分に意義が有りました。

　今後も従業員に潜在しているアイディアの発掘、実現に向けた活動を継続して

　まいります。

環境活動キャンペーン（４２期）
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■２０２３年１月に栃木県が、新規造成した芳賀第二工業団地（栃木県芳賀郡芳賀町）

　　の用地、５７００平方メートルの売買契約を栃木県企業局と締結致しました。

　　新建屋の竣工は、２０２５年を予定しております。

■２０２３年８月、『芳賀・宇都宮ＬＲＴ』が開通します。

　東日本事業所は、「芳賀台」停留所に隣接しており、お客様訪問や社員の通勤、拠点間

　移動等での公共交通機関の利用促進が見込まれ、ＣＯ２排出量低減が期待されます。
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トピックス



　２０２２年度は、新型コロナ感染症が、第７波・第８波と再拡大し、収束の兆しが全く

見えない状況に加え、ロシアのウクライナ侵攻に端を発した各種エネルギーの高騰や急激

な円安、そして物価高と厳しい社会情勢になりましたが、一方では、新型コロナ感染症に

よる行動制限の解除も進み、日常生活及び、事業推進ともに従来の形に戻りつつ、明るさ

も見えた一年となりました。

　事業活動の正常化に伴って、客先訪問や拠点間の移動が活発化したことによるガソリン

消費量及び、在宅勤務から通常勤務に多くの社員が回帰したことによる水道使用量の増加

等が認められました。

　但し、事業推進の円滑化や従業員に於いては、「停滞感からの解放」と言った、プラス

面も多く、４２期は、コロナ禍と言う状況を考慮すると、十分な結果を残すことが出来た

ものと判断いたします。

『エコアクション２１』推進活動として「エコキャップ運動」や「エコアイディア募集」

と、社内への委員会活動の発信力も高まり、一体感を持った活動が展開されていると評価

しています。

　また、政府からの夏季の節電要請に対する社内施策発令の下、『エコアクション２１』

の活動に於いて醸成された「省エネ意識」の浸透から、迅速な対応と成果に結び付ける

ことができました。

今後も従業員と一体感を持った、環境経営に一層努めて参ります。

　代表取締役社長　吉岡　勇
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代表者による全体評価と見直し・指示
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